
 

令和５年度 第５回富里市地域公共交通会議 

会 議 録 
日 時 令和６年３月２７日（水）午前１０時００分 

場 所 富里中央公民館４階大会議室 
（委員）                          （敬称略） 

所 属 氏 名 出 欠 

富里市 副市長 山根 康夫 ○ 

富里市 総務部長 粕谷 幸夫 ○ 

富里市 企画財政部長 鈴木 隆次 ○ 

富里市 健康福祉部長 藤田 明美 ○ 

富里市 経済環境部長 長谷川 敏彦 ○ 

富里市 都市建設部長 相川 裕史 ○ 

富里市 教育部長 鳥海 雅弘 × 

千葉交通株式会社 取締役 河合 俊彦 ○ 

ジェイアールバス関東株式会社成田空港支店長 太田 治彦 ○ 

京成タクシー成田株式会社 取締役社長 藤倉 孝一 【代理】高橋  

千葉交通労働組合 書記長 伊藤   賢 ○ 

一般社団法人千葉県バス協会 専務理事 成田   斉 ○ 

国土交通省関東運輸局千葉運輸支局  

首席運輸企画専門官 
小林  聡 × 

千葉県総合企画部交通計画課 企画調整班班長 小松 直人 【代理】髙山 

成田警察署 交通課課長 後藤  潤 【代理】鈴木 

公募市民 寺井 繁樹 ○ 

公募市民 岡野   肇 ○ 

公募市民 押尾 勝好 ○ 

富里市区長会 理事 長谷川 英利 ○ 

富里市シルバークラブ連合会 会長 髙橋 保夫 ○ 

富里市ＰＴＡ連絡協議会 加瀬 里奈 × 

日本大学理工学部 教授 轟   朝幸 × 

日本大学理工学部 教授 伊東 英幸 ○ 

成田国際空港株式会社 地域共生部長 高梨 弘子 【代理】市橋 

富里市社会福祉協議会 会長 宮川 朱実 × 

 

《事務局》 

・富里市企画財政部経営戦略課：原課長、藤田課長補佐、太田副主幹、渋谷主査補 



 

 

《配布資料》 

・次第、委員名簿、席次 

・資料１：富里市デマンド交通キャロリン号ドア・ツー・ドア方式の本格運行

について 

・資料２：令和６年度富里市地域公共交通会議歳入歳出予算（案）  

・資料３：富里市デマンド交通の需要平準化に向けた施策の評価  

・資料４：令和６年度新規事業について 

・資料５：令和６年度会議スケジュールについて 

・資料６：令和６年３月議会一般質問答弁要旨 

 

次 第 

 

➢ 令和５年度第５回富里市地域公共交通会議 

 

１ 開 会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 協議事項 

（1）富里市デマンド交通ドア・ツー・ドア方式の本格運行について・・・資料１  

（2）令和６年度富里市地域公共交通会議歳入歳出予算（案）について・・資料２ 

 

４ 報告事項 

（1）富里市デマンド交通の需要平準化に向けた施策の評価について・・・資料３  

（2）令和６年度新規事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

 

５ そ の 他 

（1）今後の会議スケジュールについて・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

（2）令和６年第１回富里市議会定例会一般質問について・・・・・・・・資料６ 

 

６ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和５年度第５回富里市地域公共交通会議 

 

１ 開 会                         

 ○事務局が開会を宣言。 

 ○富里市地域公共交通会議傍聴規程に基づき、傍聴者１名入室。 

 

２ 挨 拶 

○会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 協議事項 

(1)富里市デマンド交通ドア・ツー・ドア方式の本格運行について 

 （資料１により事務局が説明） 

 (2)令和６年度富里市地域公共交通会議歳入歳出予算（案）について  

  (資料２により事務局が説明) 

 

【決定事項】 

  (1)、(2)が承認された。 

 

【意見概要】 

 (1)○本格運行と実証運行の違いは何か。また、デマンド交通を利用してい  

ない市民からの意見聴取は行ったのか。 

 

【事務局】 

 (1)○実証運行期間中も法令上は道路運送法第４条により、期間の定めのな

い乗合運行として実施しており、あくまで市としての位置付けであ



 

る。デマンド交通を利用していない方からの意見聴取の機会として

は、報告事項(1)でアンケート調査を実施しており、この中で意見を

伺っている。 

 

４ 報告事項 

 (1)富里市デマンド交通の需要平準化に向けた施策の評価について 

  （資料３により伊東委員より説明） 

 (2)令和６年度新規事業について 

  （資料４により事務局が説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見概要】 

 (1)○「利用お断り」の解釈は。また、断られた利用者がその後どういった

行動をとったかについての調査はされたのか。 

 (2)○Web 予約システムの高齢者への操作説明等の機会は。 

 

【事務局】 

 (1)○ご希望の時間の予約が全て埋まっていた場合、近い時間帯の便を必ず

ご案内しておりますが、それでも予約のマッチングができなかった場

合に「利用お断り」にカウントしております。また、その後の行動に

ついての重要性は認識していましたが、アンケートをできるだけシン

プルにするため、今回の調査内容には含んでおりません。  

 (2)○市が開催する高齢者向けのスマホ教室のメニューの 1 つとして組み 

込めないか検討している。 



 

 

５ その他 

・事務局から資料５（令和６年度会議スケジュール）及び資料６（令和６

年第１回富里市議会定例会一般質問答弁要旨について）を説明。 

 

 

６ 閉 会 

-以上 

 

 

 


